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ボランティア活動特集
～西校舎生が取り組んでいる色々なボランティア活動を報告します～

①よみかたりボランティア

1０月31日（月）本校の生徒が松江幼稚園で絵本の楽しさを紹介するよみかたりボランティア

を行いました。8年目を迎えるこの活動には、今年５名の生徒が参加しました。７月の養成講座

から始まり、10月からは本番に向けて、対象年齢・季節にあったプログラム作りと練習を重ねて

きました。本番は、園児たちの笑顔に励まされながら、元気に絵本を読んだり、紙芝居を演じた

り、手あそびをしながら、園児も生徒達もお互いに楽しい時間を過ごすことができたようです。

11月16日（水）には、さくら支援学校でも行う予定です。

7月の養成講座の様子 松江幼稚園でのよみかたりの様子

②八幡台小学校児童との交流会

11月7日（月）6限目八幡台小

学校にて、小学校のクラブ活動の

時間に、西校舎で主に活動してい

るクラブ生徒50名が一緒にクラ

ブ活動をして交流を深めました。

野球部はドッジボール部と対戦

し、時間いっぱいまで交流しました。家庭部では、料理実習をしました。ダンス部では、小学生

のダンスについていくのが大変なくらい小学生のパワーに圧倒されました。参加した生徒の中に

は、八幡台小学校の卒業生もいて、成長した姿を先生方に見せることが出来ました。小学生にと

１１月９日付けの和歌山新報に掲載されました。っても高校生にとっても貴重な体験となりました。

③さくら支援学校運動会のボランティア

10月8日（土）さくら支援学校小中等部の運動会が西校舎の第１グラ

ウンドで行なわれました。今年は初めての試みとして、この運動会の手

伝いをするボランティアを募集しました。その結果、1年Ｌ組の水野君

と工藤さんが希望し参加してくれました。当日は、さくら支援学校の先

生の指導のもと、さくら支援学校の生徒と共に競技で使う道具を準備し

ました。後日、二人の頑張りに、さくら支援学校の生徒からお礼の手紙をいただきました。参加

した二人は、大変貴重な体験ができて、来年も参加したいと言っていました。これからもこのよ

うなさくらとの交流が続いていってほしいと思います。


